
山林でドローンを使って苗木を運ぶために考え抜かれた技術

●本機は、苗木の昇降をドローンに取り付けられたウインチで行うことで、ドローン本体の動作を最小限にし、山林
特有の複雑な地形がもたらす操縦の難しさを軽減します。

●ウインチによって苗木を巻き上げた状態で飛行することで、障害物のある場所や強風時においても、安全かつ
省力的に飛行することができます。

●運搬した苗木の離脱を自動化することによって、荷降ろし作業の効率化と、作業者の安全性確保の両方を実現
します。

●自動飛行機能を使って運航することで、目的地への繰返しになる苗木運搬において、操縦のストレスなく省力的
に飛行することが出来ます。

山林でドローンを使って苗木を運ぶために実現した協力体制

≪商品に関する詳細・お問い合わせ≫

住友林業株式会社 資源環境事業本部 山林部
新居浜山林事業所 担当：宮城
電話: 0897-37-2017 mail：MIYAGI_masaaki@star.sfc.co.jｐ

株式会社マゼックス 担当：宅野
電話：072-960-3221 mail：sp@matuzx.com
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苗木を運搬中の本機ドローン

●本機は、山林の厳しい気候・地形条件にも対応できるドローンの誕生に向けて、多分野の企業が協力して開発
を行ってきた商品です。

●平地での活躍が目立つドローンも、山林の厳しい環境の中で現場の要望に答えるパフォーマンスを発揮できる
かどうかは、別次元の問題です。

●住友林業では、実際にドローンを必要とする山林の現場で本機の実証試験を繰り返し、2019年、ウインチ付林
業用苗木運搬ドローンを販売開始予定。林地における苗木等運搬のスタンダードを目指します。

よくあるご質問（ Q＆A ）

Q. ドローンを飛行する際に、免許や申請等の煩わしい手続きは必要ないのか！？

A. 資格を含め、本機を飛行させる上で必要とする免許はございません（※1）。ただし、申請等については、航空法に

定められる「無人航空機の飛行の許可が必要となる空域」を飛行する場合や、「無人航空機の飛行の方法」に該当し
ない条件で飛行する場合は、事前の届出が必要となります（ ※ 2） 。しかし、本機の特徴でもある「ウインチによる苗
木の昇降」や、「自動フックによる苗木の自動離脱」の機能は、許可・申請を必要としない飛行を行うための助けにな
り、余分な事務手続きの削減にもつながります。

※1 2019年4月1日現在。
※2 詳しくは、国土交通省のHP、「無人航空機（ドローン・ラジコン機等）の飛行ルール」をご確認ください。

Q. ドローンで苗木以外の荷物を運べないのか！？

A. 林業の現場では、苗木以外にも、運搬できると業務の大幅な改善につながる荷物はたくさんあり（例えば、植栽

器具や獣害防護資材など）、これらの運搬にも本機の活躍が期待されます。もちろん、重量的に問題なければ、運搬
することは可能ではあります。しかし、重心の異なるこれら全ての資材に対してフライトテストを行って、問題のないこ
とを実証できたわけではございませんので、予めご了承下さい。また、運搬するものによっては、航空法に定められる
「承認」を必要とするものもあります（例えばガソリンなどの引火性液体）ので、こちらについても事前に必ずご確認下
さい。
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林 業 用 苗 木 運 搬 ド ロ ー ン の 機 能 ・ 特 徴

●特徴1

これまで重労働だった苗木運搬を、ドローンによって効率的に実施

ドローンを利用して苗木を植栽現場ま
で運んでしまえば、重い苗木を担いで
何十分もかけて現場を往復する作業
がなくなり、重労働から解放されるだけ
ではなく、作業効率のアップにもつなが
ります。

●特徴2

苗木の昇降は、機体に取り付けられたウインチによる上下作業により実施

苗木の昇降をドローンに取り付けられたウイン
チで行うことで、ドローン本体の動作を最小限
にし、山林特有の複雑な地形がもたらす操縦
の難しさを軽減します。また、苗木の運搬時に
は、ウインチによって苗木が巻き上げられた状
態で飛行することで、突発的に吹く風にも強く、
安全かつ省力的に飛行することが出来ます。

★１フライトで8Kg（コンテナ苗で40本～80本程度）の運搬が可能！
★苗木の運搬は1人で可能！ 1時間で500本程度の運搬が可能！

林業用苗木運搬ドローンで苗木を運ぶ場合・・・

例えば・・・

山の斜面に囲まれた場所に苗木を下ろす場合、
通常なら機体が斜面に接触する恐れがあると
ころを、ウインチを使うことで、機体は安全な位
置でホバリングした状態で苗木を降下すること
が出来ます。

山林では平地に比べ、強風や突風に会うこ
とはよくあることです。そんなときでも、ウイ
ンチによって苗木が機体近くまで巻き上げ
られた状態で飛行することによって、安定し
た飛行を実現することができます。

●特徴3

専用フックの使用により、苗木の離脱を自動化し、作業労務の軽減を実現

傾斜のある植栽現場において、ドローンを着陸させることは
困難であり、だからといって、苗木を投下するわけにもいき
ません。そこで、苗木が着地したときの張力の変化で自動
的に外れる仕組みを持った「自動フック」を採用。これによっ
て、荷外しの作業が不要になるため大幅な省力化となるだ
けではなく、作業者の安全性も同時に確保できます。

荷降ろしの状態は、モニターで確認しながら実施することが可能

●特徴5

一人作業による苗木運搬を実現するためには、離れた目的
地の状態を確認できる必要があります。本機では、ドローン
に搭載したカメラで荷下ろしの状態を確認することによって、
目的地での確実な荷下ろしをサポートします。またカメラは、
プロポの操作で見る角度を変えることが出来るため、離れた
目的地でも、周囲の状況を確認することも出来ます。

苗木の運搬ルートを記憶させて自動飛行することで、さらなる省力化を実現

●特徴4

専用のソフトに出発地と目的地の情報を登録すれば、離陸と着陸以
外の飛行については、ボタン一つで自動で行うことが可能です。苗木
の運搬作業は、同じ場所に繰返し荷下ろしを行うため、この機能を使
うことで、省力的かつストレスフリーな飛行を実現。さらに、飛行経路
の安全を確認したあとの、一人作業による苗木運搬を可能にします。

まさかのときの備え（ここまで考えています！）

●特徴6

自然条件の厳しい山林でドローンを飛ばすということは、万が一のことが起こった時の備えも重要です。本機では、
手動によって機体を帰還させないといけない状況に陥った時や、機体を見失ってしまう最悪の事態になってしまっ
た時のことまでを想定した備えを行っています。

（備えその1） 機体の色及び点灯するＬＥＤライトの色を機体の前後で変えるこ
とで、手動操作になったときの機体方向の把握を容易にしています。

（備えその2） 専用のソフトでは、機体の現在位置が表示されるため、万が一、事
故となってしまった場合でも、機体の発見が容易になります。
（＊動産保険適応の対象となるためには、機体の発見が必須）
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